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「松（末）代まで続けたい」

と語る小山総長（写真右）と

歓迎のあいさつをする関谷

町長（写真左）

田

同
大
学
「
校
外
施
設
」
等
を
視
察

　
松
代
町
で
は
、
五
十
三
年
か
ら
早
稲
田
大
学
と
交
流
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
六
月
十
五

日
、
同
大
学
の
小
山
宙
丸
総
長
を
始
め
と
す
る
理
事
一
行
二
十
二
名
が
、
同
大
学
の
校
外
施
設

な
ど
を
視
察
す
る
た
め
当
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
小
山
総
長
は
今
回
が
二
度
目
の
来
町
で
、
前
回

は
常
任
理
事
と
し
て
当
町
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
同
校
の
自
動
車
練
習
所
も
、
来
年
の
夏
ま
で
に
は
室
野
地
区
に
建
設
さ
れ
る
予
定
で
、
今
回

の
来
町
と
併
せ
て
、
同
大
学
と
の
結
び
つ
き
が
一
段
と
深
く
な
り
、
交
流
が
盛
ん
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
午
後
一
時
半
、
バ
ス
で
総
合
セ

ン
タ
ー
前
に
到
着
し
た
一
行
を
関

谷
町
長
、
町
会
議
員
ら
約
五
十
名

が
出
迎
え
、
早
速
歓
迎
昼
食
会
に
。

　
関
谷
町
長
は
「
松
代
町
は
学
生

の
訪
れ
る
町
、
自
然
と
人
の
ふ
れ

あ
う
町
を
モ
ッ
ト
ー
に
町
政
を
進

め
て
い
る
。
北
越
北
線
の
開
通
と

新
幹
線
の
高
速
化
に
よ
り
、
東
京

と
は
短
時
間
で
結
ば
れ
る
よ
う
に

な
る
の
で
、
よ
り
一
層
の
交
流
を

お
願
い
し
た
い
」
と
来
町
を
歓
迎
。

　
小
山
総
長
か
ら
は
「
温
泉
開
発

な
ど
町
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い

る
松
代
町
と
の
関
係
を
一
段
と
深

め
、
松
（
末
）
代
ま
で
続
け
た
い
」

と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
の
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
く
な
ど
、
な
ご
や
か

な
歓
迎
会
に
。
そ
の
後
、
食
事
を

と
り
な
が
ら
の
懇
談
と
な
り
、
ひ

ま
わ
り
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
真
心

込
め
た
山
菜
料
理
が
好
評
を
博
し

て
い
ま
し
た
。

　
ビ
デ
オ
に
よ
る
冬
の
陣
、
ス
キ

1
場
な
ど
町
の
紹
介
の
後
、
一
行

は
最
初
の
視
察
地
、
芝
峠
温
泉
レ

ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
に
。
こ
こ
の
景

観
に
は
、
か
な
り
感
激
さ
れ
た
様

子
で
、
関
谷
町
長
の
説
明
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
総
合
体
育
館
、
松
苧

ド
ミ
ト
リ
ー
（
旧
松
高
男
子
寮
）
、

蒲
生
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
、
最
後

に
自
動
車
練
習
所
建
設
予
定
地
の

　
　
　
　
　
　
く
そ
ず
っ
ぱ
ら

室
野
の
通
称
「
草
生
水
原
」
を
視

察
し
て
、
今
回
の
日
程
を
終
了
叉
．
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し
た
。

　
視
察
先
に
は
、
地
元
の
住
民
が

出
迎
え
て
歓
迎
し
、
小
山
総
長
も

快
く
記
念
写
真
に
応
ず
る
な
ど
、

気
さ
く
な
人
柄
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。　

自
動
車
練
習
所
は
、
来
年
夏
ま

で
の
完
成
を
目
指
し
八
月
頃
か
ら

着
工
さ
れ
る
予
定
で
、
総
工
費
約

二
億
五
千
万
円
、
開
発
総
面
積
約

三
・
五
㎞
、
そ
の
約
半
分
の
一
・

八
㎞
が
自
動
車
練
習
場
と
な
り
、

残
り
は
緑
地
や
森
林
等
と
な
る
計

画
で
す
．

を
）

」
長

糠
囎

つ
水
力

雀
目

－
草
人

「
　
二

称
ら

通
か

自動車練習所予定地の室野の

視察する一行の皆さん。　（右
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地
域
お
こ
し
は
交
流
で

愚
る
電
自
訪
固
露
縮
會
圃
僅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峠
地
区
公
民
館
・
峠
生
産
組
合

　
去
る
六
月
二
十
二
日
、
峠
地
区

四
隣
公
民
館
（
旧
峠
小
学
校
）
に

お
い
て
、
峠
、
濁
、
竹
所
、
木
和

田
原
部
落
の
住
民
と
、
同
地
区
出

身
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
新
潟

ふ
る
さ
と
じ
ょ
ん
の
び
会
」
の
会

員
と
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
訪
問
交

流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
会
は
、
峠
地
区
公
民

館
・
峠
生
産
組
合
の
主
催
に
よ
る

鵬
灘
鱗
、
，
、

▲開会のあいさつをする峠地区公民館長の

　牧田　弘さん

も
の
で
、
じ
ょ
ん
の
び
会
と
の
旧

交
を
温
め
な
が
ら
そ
の
輪
を
広
げ
、

都
会
の
消
費
者
と
結
び
つ
き
、
農

産
物
の
安
定
、
か
つ
有
利
な
販
売

も
目
指
し
て
行
こ
う
と
い
う
も
の

で
す
．

　
こ
の
日
は
地
元
か
ら
約
百
名
、

じ
ょ
ん
の
び
会
か
ら
は
約
七
十
名

の
参
加
者
が
あ
り
、
じ
ょ
ん
の
び

会
々
長
の
牧
田
信
治
さ
ん
は
「
城

山
な
ど
の
自
然
は
変
わ
ら
ず
、
人

は
温
か
く
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ

た
」
と
喜
び
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
峠
の
部

落
の
主
婦
が
腕
に
よ
り
を
込
め
た

山
菜
料
理
が
並
べ
ら
れ
、
参
加
者

は
そ
れ
ら
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
じ
ょ
ん
の
び
会
か
ら
こ
の

日
寄
贈
さ
れ
た
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス

ク
カ
ラ
オ
ケ
で
、
自
慢
の
ノ
ド
も

披
露
さ
れ
る
な
ど
、
時
間
の
過
ぎ

る
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
の
盛
り
上
が

り
と
な
り
ま
し
た
。

　
峠
地
区
は
、
い
ち
早
く
生
産
基

盤
の
整
備
等
に
よ
り
米
作
の
機
械

化
を
進
め
、
現
在
、
町
で
一
番
の

米
の
生
産
地
と
な
り
、
ま
た
、
山

う
ど
の
栽
培
や
み
そ
加
工
に
も
取

り
組
む
な
ど
、
特
産
品
開
発
に
お

い
て
も
先
進
地
域
と
な
っ
て
い
ま

す
。
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る

「
一
村
一
品
運
動
」
も
「
め
ず
ら

し
け
れ
ば
売
れ
る
」
と
い
う
時
代

は
終
わ
り
、
販
路
の
確
保
・
拡
大

な
ど
の
売
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

必
要
な
時
代
に
入
っ
た
と
聞
き
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
も
、

▲　「やあ、よく来たね」「お久しぶりです」

　と握手を交わす参加者の皆さん

今
後
も
こ
う
い
っ
た
交
流
が
続
け

ら
れ
、
特
産
品
の
開
発
・
販
売
な

ど
に
よ
り
、
同
地
区
が
ま
す
ま
す

活
性
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
交
流
に
際
し
て

行
わ
れ
た
じ
ょ
ん
の
び
会
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
松
代
町
や
峠
地

区
の
今
後
に
つ
い
て
、
　
「
農
業
と

　
　
　
　
　
し
マ

観
光
の
両
立
し
た
町
づ
く
り
」
と

「
安
全
な
食
を
中
心
に
し
た
農
業

技
術
を
確
立
し
、
都
会
の
消
費
者

と
の
産
直
を
目
指
す
」
が
僅
差
で

一
位
、
二
位
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
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勧ストビレッジ峰　
六
月
十
四
日
　
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ

ジ
峰
の
有
料
入
湯
（
浴
）
者
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ー
プ
ン
後
約
五
十
日
で
一
万
人

を
超
え
ま
し
た
。

　
松
代
小
学
校
菅
刈
分
校
教
員
の

福
永
栄
二
さ
ん
が
、
ち
ょ
う
ど
一

万
人
目
の
入
湯
者
と
な
ら
れ
、
福

永
さ
ん
に
は
町
か
ら
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
福
永
さ
ん
は
、

「
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
今
度

宙
斜
n
《
個
切
壱
口
凋
・
《
圏
侶

福
永
栄
二
さ
ん
（
礪
分
嚴
）

　
　
　
　
　
　
町
よ
り
記
念
品
贈
呈

　
　
　
、

は
二
万
人
目
を
目
指
し
ま
す
」

　
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
喜
び

を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

※
　
こ
の
数
字
は
実
際
に
お
金
を

　
払
っ
た
入
浴
者
の
み
で
す
。
無

　
料
券
の
利
用
者
、
小
学
生
以
下

　
の
児
童
、
食
事
の
み
の
方
は
含

　
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
実
際

　
の
利
用
者
は
も
っ
と
多
く
な
り

　
ま
す
。

▲関谷町長から記念品が贈呈される

　福永栄二さん（左）

づ
）
存
じ
で
ず
か
？
つ
）
ん
に
ゃ
（
ひ
花

第
8
8
回
商
工
会
珠
算
検
定

柳
憲
司
く
ん
（
麩
一
級
合
格

　
第
8
8
回
商
工
会
珠
算
検
定

月
十
一
日
　
町
総
合
セ
ン
タ
ー
）

で
、
松
代
小
学
校
六
年
の
柳
憲
司

君
（
松
代
）
が
見
事
一
級
に
合
格

ノ《乙　　一一”㎜楯　　　　　　－｝依

　六▲柳憲司くん

▲鈴木さんの畑のこんにゃくの花

し
ま
し
た
。
　
一
級
と
な
る
と
大
変

難
し
く
、
松
代
で
は
、
こ
こ
五
～

六
年
合
格
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
憲
司
君
も
三
回
目
の
挑
戦
で

の
合
格
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

喜
び
も
ま
た
格
別
と
言
っ
た
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
。

　
な
お
、
上
に
は
段
位
も
あ
る
そ

う
で
す
の
で
、
今
後
も
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
松
代
の
鈴
木
訓
弘
さ
ん
の
畑
の

こ
ん
に
ゃ
く
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

ご
年
配
の
方
に
は
、
ご
覧
に
な
っ

た
方
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

こ
ん
に
ゃ
く
が
花
を
咲
か
せ
る
の

は
結
構
珍
し
い
こ
と
の
よ
う
で
す
。

あ
な
た
の
畑
の
こ
ん
に
ゃ
く
は
い

か
か
で
し
ょ
う
か
？

一
　
”
こ
ん
に
ゃ
く
”
一
ロ
知
識
晒

｛
　
サ
ト
イ
モ
科
の
多
年
草
。
イ
｛

｝
ン
ド
シ
ナ
原
産
で
、
古
く
か
ら
｝

一
日
本
に
渡
来
し
畑
地
に
栽
培
さ
一

坤
れ
て
い
る
。
魂
茎
は
コ
ン
ニ
ャ
師

一
ク
ダ
マ
と
呼
ば
れ
、
平
た
い
球
一

～
形
で
径
二
十
五
㎝
ぐ
ら
い
に
な
師

い
る
。
葉
は
魂
茎
の
中
央
か
ち
一
｝

～
本
の
葉
柄
を
出
し
て
三
裂
し
、
噸

贈
片
側
は
さ
ら
に
二
裂
し
、
羽
状
刷

｛
の
小
葉
が
つ
く
。
柄
は
う
す
い
｛

｝
肉
食
で
暗
色
の
班
点
が
あ
る
。
｝

臨
ふ
つ
う
、
花
を
見
る
こ
と
は
少
｛

｝
な
い
が
、
魂
茎
よ
り
長
い
柄
が
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
つ
え
ん
ほ
う
　
　
　
　
　
　
　

｛
出
て
、
そ
の
頂
に
仏
焔
包
と
呼
｛

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

｝
ば
れ
る
ほ
う
を
つ
け
、
中
心
に
｝

｛
肉
質
の
穂
を
包
む
。
穂
の
上
方
｛

坤
は
雄
花
で
、
雌
花
は
下
方
に
密
㌦

一
生
す
る
．
　
　
　
　
　
　
　
一

ザ
＝
一
■
一
一
一
＝
＝
一
3
3
＝
＝
一
＝
∫
＝
■
一
．
■
甲
一
『
＝
＝
■
一
」
＝
一
一
＝
一
∫
＝
＝
＝
．
一
「
＝
■
＝
■
．
，
『
乙
＝
＝
」
＝
＝
＝
■
3
＝
＝
－
＝
」
＝
＝
＝
甲
3
＝
－
＝
＝
」
一
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ふ
　
ゆ
ゆ
ゆ
ぬ

撒
繋
蝋

蝋
月
繍

．
、
“
い
、
亀
“
亀
そ
脅
’
み
・
∴
，
・

第4回ナイトウォーク（1日夜

〔鶴騰課螺纂

いいもんですね
灘

’欝鑛

　今年のナイトウォークには135人が参
加。今年はコースが変更になり、30．lkm
の周遊コース。日乍年より距離が5km程延
びたため、かなり疲れた様子の方もあり
ましたが、ほとんどの参加者が完歩。取
年長は63歳の佐藤タツさん（松代）、最年
少は小学2年の小堺直人君（蓬平）。

町
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
（
7
日
町
民
グ
ラ
ン
ド
）

　　　　鞠嚥

　ぜチ　へな

総魔

優勝蓬平チーム

2位室野北町チーム
　リ
3位蒲生Aチーム
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　松代高校の二輪車安全運転実技

講習会が6月7日行われ、上越交通

機動隊の白バイ隊員から、スラロ
ーム走行や制動訓練などの実技講

習を受けました。当町でも6月15
日に死亡事故が発生しています。

事故に遭わないよう十分
気をつけましょう．　∠

毒
、蜘　灘

p
灘

交流

ほんセ～ご

　き　　　　謹

　　　　畿マ霞

　　　　盤

　　　　

講

棄

蟹
、
ヂ

㌣
優
勝
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
チ
ム
　
　
　
　
・
．
鰯
　
法
ぢ
朕
藩
建
を
轟

親
会

内
大

町

二
位
松
代
町
連
合
青
年
団
チ
ー
ム

三
位
甲
陽
鎮
無
隊
チ
ー
ム

繕火

の
用
心
炎
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、

シ
リ
ー
ズ
⑪

コ
ゲ

　
　
　
　
　
　
松

　
　
　
　
鳥
の
世
界
で
も
住
宅
難

が
押
し
寄
せ
た
の
か
、
人
家
に
営

巣
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
鳥
が
人
家
の
中
に
営
巣
し
た
り
、

樹
洞
で
営
巣
す
る
フ
ク
ロ
ゥ
（
一

九
八
九
年
二
月
号
参
照
）
が
、
地

面
に
穴
を
堀
っ
て
営
巣
し
た
り
し

て
い
ま
す
占
最
近
ビ
ッ
ク
リ
し
た

の
は
、
松
代
町
で
の
話
で
風
月
堂

の
キ
ジ
バ
ト
で
す
。
こ
の
話
を
聞

齢
た
時
、
ド
バ
ト
の
誤
り
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
写

真
を
見
て
キ
ジ
バ
ト
に
間
違
い
な

く
、
し
か
も
、
ツ
バ
メ
用
の
台
の
上

に
、
樹
に
作
る
時
よ
り
も
丁
寧
に

作
っ
て
い
る
の
に
は
二
度
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。
乏
し
い
筆
者
の
知

識
の
中
に
は
な
く
、
あ
ち
こ
ち
の

鳥
仲
間
に
聞
き
ま
し
た
が
、
人
家

の
中
に
営
巣
し
た
と
い
う
報
告
も

観
察
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

新
潟
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
的

に
も
め
ず
ら
し
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。　

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
森
林
性
で

ラ永

涜

定
着
性
が
強
い
鳥
で
あ
っ
た
も
の

が
、
人
通
り
の
多
い
街
中
や
海
岸

の
松
林
に
生
息
し
は
じ
め
た
、
コ

ゲ
ラ
に
つ
い
て
書
い
て
み
ま
し
ょ

・
つ
。

　
本
種
は
、
キ
ツ
ツ
キ
目
キ
ツ
ツ

キ
科
に
分
類
さ
れ
、
こ
の
科
の
中

で
は
一
番
小
さ
な
キ
ツ
ツ
キ
で
す
。

ス
ズ
メ
よ
り
や
や
大
き
く
、
頭
か

ら
背
、
肩
羽
、
腰
、
上
尾
筒
、
尾

は
黒
褐
色
。
雄
の
後
頭
部
両
側
に

赤
色
の
羽
毛
が
あ
り
ま
す
が
、
野

外
で
は
見
え
に
く
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
翼
も
黒
褐
色
で
白
斑
が
横

し
ま
状
に
数
条
並
ん
で
お
り
、
尾

は
く
さ
び
型
。
顔
に
白
い
眉
斑
が

あ
り
、
頸
側
部
ま
で
続
い
て
い
ま

す
。
下
面
は
喉
か
ら
胸
、
腹
、
下

尾
筒
ま
で
淡
黄
白
色
。
胸
、
腹
に

は
褐
色
の
斑
が
縦
に
数
条
並
ん
で

い
ま
す
。
噛
は
灰
黒
色
で
、
雌
雄

の
別
は
雄
の
頭
部
の
赤
い
羽
毛
で

区
別
し
ま
す
．

　
松
代
町
で
は
普
通
に
観
察
さ
れ
、

ブ
ナ
林
や
雑
木
林
な
ど
に
単
独
か

雌
雄
で
生
活
し
、
冬
期
間
シ
ジ
ュ

ウ
カ
ラ
、
ヒ
ガ
ラ
、
エ
ナ
ガ
な
ど

の
カ
ラ
類
の
混
群
に
時
々
加
わ
り
、

行
動
を
共
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
本
種
の
繁
殖
生
活
に
つ
い
て
、

長
野
県
の
戸
隠
森
林
公
園
で
の
三

沢
昌
夫
さ
ん
の
調
査
（
続
野
鳥
の

生
活
、
羽
田
健
三
監
修
）
に
よ
れ

ば
、
同
種
間
で
冬
の
ナ
ワ
バ
リ
を

有
し
、
そ
の
大
き
さ
は
八
㎞
位
。

そ
の
ナ
ワ
バ
リ
内
に
雌
雄
が
別
々

　
　の

塒
穴
を
堀
っ
て
夜
寝
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
塒
穴
も
、

春
に
な
っ
て
ニ
ュ
ウ
ナ
イ
ス
ズ
メ

（
一
九
九
〇
年
九
月
号
参
照
）
が

渡
っ
て
く
る
と
横
取
り
さ
れ
、
ま

た
新
た
に
巣
穴
を
堀
り
ま
す
が
、

こ
れ
も
横
取
り
さ
れ
…
そ
れ
を
繰

り
返
し
、
や
っ
と
営
巣
で
き
る
の

で
す
。
松
代
町
に
も
ニ
ュ
ウ
ナ
イ

ス
ズ
メ
が
割
合
多
く
住
ん
で
い
ま

す
の
で
、
チ
ョ
ッ
ト
気
を
付
け
て

観
察
す
る
と
、
コ
ゲ
ラ
の
堀
っ
た

穴
の
横
取
り
の
現
場
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
巣

穴
は
直
径
三
㎝
位
、
深
さ
十
五
～

三
十
五
㎝
。
巣
穴
の
底
に
は
若
干

の
木
く
ず
を
敷
き
、
中
に
五
月
上

旬
か
ら
六
月
中
旬
頃
、
斑
紋
の
な

い
純
白
の
卵
を
五
～
七
個
生
み
、

子
育
て
を
し
ま
す
。

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
後
日
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

⑪
0
㊧
⑪
⑪
＠

楽しさいっぱい！

夜会

等ロックコンサ

澱
、
翻
謹
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

、
　
轡
騨
撫
．
幽

　
　
　
　
響
編
難
、
騰
，
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餌
は
他
の
キ
ツ
ツ
キ
類
と
同
じ

よ
う
に
、
堅
い
尾
羽
を
利
用
し
て

樹
の
幹
に
縦
に
止
ま
り
、
樹
幹
の

周
り
を
ぐ
る
ぐ
る
と
回
り
な
か
ら

嗜
で
幹
に
穴
を
開
け
、
中
の
ア
リ
、

ハ
チ
、
コ
ガ
ネ
ム
シ
、
ガ
の
幼
虫

カ
ミ
キ
リ
の
幼
虫
な
ど
を
食
べ
ま

す
。
植
物
質
と
し
て
、
秋
に
ハ
ゼ
、

ヤ
マ
ウ
ル
シ
、
ヌ
ル
デ
な
ど
の
実

な
ど
を
好
ん
で
食
べ
、
子
育
て
の

時
期
も
同
じ
餌
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
本
種
は
、
本
来
は
森
林
性
の
鳥

で
、
ナ
ワ
バ
リ
内
か
ら
あ
ま
り
出

な
く
定
着
性
の
強
い
鳥
で
す
が
、

東
京
で
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
街

中
の
緑
地
や
公
園
で
発
見
さ
れ
、

新
潟
市
で
は
そ
れ
よ
り
数
年
早
く
、

一
九
六
五
年
頃
か
ら
海
岸
の
松
林

で
姿
を
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
海
岸
近
く
で
普
通
に
観
察

さ
れ
、
筆
者
の
自
宅
脇
の
小
さ
な

松
林
で
も
独
特
の
、
古
い
ド
ア
を
・

開
け
た
時
の
よ
う
に
、
ギ
ィ
ー
、

ギ
ィ
ー
と
い
う
声
で
鳴
い
て
い
ま

す
。
鳴
き
声
は
こ
の
ほ
か
、
交
尾

の
時
や
他
の
ナ
ワ
バ
リ
の
コ
ゲ
ラ

と
争
い
を
す
る
時
に
は
、
キ
ョ
ッ

キ
ョ
ッ
と
鳴
き
ま
す
。

　
な
ぜ
街
中
に
も
姿
を
見
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

戦
後
に
植
え
た
木
が
大
き
く
な
り

営
巣
で
き
る
木
や
枯
木
が
多
く
な

っ
た
こ
と
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
若
山
牧
水
の
キ
ツ
ツ
キ

の
歌
で
こ
の
項
を
終
わ
り
ま
す
。

　
　
立
枯
の

　
　
木
々
し
ら
じ
ら
と

　
　
立
つ
と
こ
ろ

　
　
た
ま
た
ま
に
し
て

　
　
き
つ
つ
き
の
と
ぶ

　
じ
　
け
つ

※
塒
穴
け
ね
ぐ
ら
、
す
み
か

麟
膨
潟

、
碑

コゲラ

花
火
に
よ
る
火
災
を
な
く
そ
う

　
夏
を
迎
え
、
家
の
庭
先
な
ど
で

花
火
を
楽
し
む
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
が
手
軽

に
楽
し
ん
で
い
る
「
お
も
ち
ゃ
花

火
」
と
い
え
ど
も
、
正
し
く
扱
わ

な
い
と
火
災
に
な
っ
た
り
、
や
け

ど
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
取
り
返

し
の
つ
か
な
い
事
故
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

　
始
め
る
前
に
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

一
、
安
全
な
場
所
を
選
ぶ

○
周
囲
に
紙
く
ず
、
枯
草
、
廃
材

　
な
ど
燃
え
や
す
い
物
の
な
い
こ

曝…‘し

〃

　
と

○
周
囲
に
灯
油
な
ど
の
危
険
物
が

　
な
い
こ
と

○
建
物
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と

二
、
火
災
警
報
・
強
風
注
意
報
、

　
乾
燥
注
意
報
な
ど
が
、
出
さ
れ

　
て
い
る
と
き
は
中
止
す
る
。

三
、
子
供
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い

四
、
注
意
書
は
必
ず
読
む

五
、
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本

　
ま
と
め
て
点
火
し
た
り
し
な
い

六
、
必
ず
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を

準
備
す
る

花
溢
ε
邉
ひ
右

轡ず曽・

て
ね

　
　
イ
ヤ
　
　
　
ヂ

，
翻
瓢

㊧
凝

算

｛
「
》

’
，

　
　
　
　
　
　
－
螺
、

属
　
　
　
　
5
講

　
へ
ひ
レ
　
　
び

．
。
マ
勉

の
。
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∂｝～～ん后δ＝く見て（だ亡し、わ〃

　　かず　き
関谷和希くん

　16才
菅刈だいもん
（松代保育園）

小堺のぞみち㌦

　　5才
蓬平　げたや
（松代保育園）

　　　ち　はる
斉木　千春くん

　　5才
中子　けんぽ
（犬伏保育園）

　
新
潟
県
警
で
は
、
若
さ
と
情
熱

に
あ
ふ
れ
た
警
察
官
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

－
、
受
験
資
格

　
　
昭
和
3
9
年
4
月
2
日
か
ら
昭

　
和
4
9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ

　
た
男
子
で
、
高
等
学
校
卒
業
程

　
度
の
学
力
を
有
す
る
者
。

2
、
受
付
期
間

　
　
7
月
5
日
（
金
）
か
ら
9
月

　
　
　
　
　
　
　
安
塚
警
察
署
、

又
は
最
寄
り
の
派
出
所
・
駐
在
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
2
日
（
月
）
ま
で

　
　
9
月
1
6
日
（
月
）

　
　
平
成
4
年
4
月
1
日

　
詳
し
い
こ
と
は
、

3
、
第
一
次
試
験
日

4
、
採
用
予
定
年
月
日

　
税
務
職
員
を
採
用
す
る
た
め
の

平
成
3
年
度
国
家
公
務
員
採
用
m

種
試
験
（
税
務
）
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
．

－
、
受
験
資
格

　
　
昭
和
4
6
年
4
月
2
日
か
ら
昭

　
和
4
9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
者

2
、
受
付
期
間

　
　
7
月
3
日
㈱
～
7
月
1
7
日
㈱

3
、
第
一
次
試
験
日

　
　
9
月
2
9
日
㈲

4
、
そ
の
他

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り

の
税
務
署
、
又
は
関
東
信
越
国

税
局
人
事
第
二
課
（
奮
0
3
－

3
2
2
1
－
3
9
1
1
）
、
人

事
院
関
東
事
務
局
（
盈
0
3
i

3
2
1
4
－
1
6
2
1
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

！
　
　
へ
●

　
　
「
）

　
　
ρ
㌧
、
1

　
ヘ
ヘ
ユ

　
戸
ノ
、
・
も

￥

鰯細撮藻⑫顯・癒

　警察では、8月中1ヵ月間「行方不明の人を捜す巡回相談所」を下表のとおり開設します。

　皆さんの家族や知り合いの人で

　　○　病気を苦にして家出をした

　　○　外出したまま行方が分からなくなった

　　○　出稼ぎ先から便りが途絶えた

等で、その後消息が知れずお困りの方は、是非とも相談においでください。

　相談所では、全国各地で亡くなられ、身元の分からない方の写真や、持ち物などの資料を

多数用意してお待ちしております。

　巡回相談所（午前9時から午後7時まで）

月　　　日 場　　　　　　　　　所

8月5日（月） 上越北警察署　（電話43－3121）

8月6日（火） 長岡警察署　（電話32－2121）

く
嚇
鵬
に
や
《
だ
つ
お
嘩
選
ら
せ
ひ
る
ぽ
縄
難
膿
儲
蜜
徽
描
譲
お
じ
ら
慧
ひ
ろ
ぽ
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絶
協
魍
鵜
や
綴
密
譲
お
じ
必
趨
ひ
ろ
麟
《
齢
鵬
に
や
継
た
譲
お
じ
ら
難
ひ
5
ぱ

　　　　◎飲食等

　　　　　　　　1人1回につき　7，500円（旧　5，000円）

　　　　◎宿泊等

　　　　　　　　1人1泊につき15，000円（旧10，000円）

　　　また、納められた税金のうち1／5が、地元市町村に交付されることに

　　なります。

審臨臨審審審審率審審癖審審審審臨審審審審審審審審審聯審審臨審臨審臨審審審審審審審離臨審審購

塁
露
U
で
電
か

建
設
業
退
職
盒
共
清
制
廣

　
建
設
業
を
営
む
方
々
、
及
び
建

設
現
場
で
働
く
皆
さ
ん
、
国
が
作

っ
た
「
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
」

を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
こ
の
制
度
は
、
昭
和
三
十
九
年

に
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
よ

り
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
特
色
は
、
一
般
の

退
職
金
の
よ
う
に
労
働
者
が
事
業

所
を
や
め
た
時
支
払
わ
れ
る
退
職

金
で
な
く
、
建
設
業
と
い
う
一
つ

の
業
種
の
中
で
働
く
限
り
、
事
業

7
目
1
7
日
㈱

午
前
9
時
～
1
1
時
3
0
分

下
山
・
海
老
・
東
山

7
月
17
日
㈱

午
後
1
時
3
0
分
～
4
時

蒲
生
の
大
部
分

所
に
雇
用
さ
れ
た
期
間
全
部
を
通

算
し
て
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

い
わ
ば
建
設
業
界
ぐ
る
み
の
退
職

金
制
度
で
す
．

　
退
職
金
は
、
国
の
制
度
で
す
か

ら
、
確
実
、
安
全
で
あ
り
、
極
め

て
有
利
な
利
回
り
で
計
算
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
全
国
で
一
三
万
の
事
業

主
、
一
七
八
万
人
の
労
働
者
が
こ

の
制
度
に
加
入
し
、
退
職
金
の
積

立
て
が
行
わ
れ
、
す
で
に
五
五
万

☆
期
　
間

　
　
7
月
2
2
日
㈹
～
8
月
1
8

　
日
㈲
　
2
2
日
間

☆
開
館
時
間

　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

　
3
0
分
（
入
館
は
4
時
ま
で
）

☆
会
　
場

　
　
上
越
科
学
館

人
の
労
働
者
が
退
職
金
を
受
け
取

り
、
そ
の
額
は
一
、
四
五
六
億
円

を
超
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
三
年
七
月
一
日
か

ら
の
掛
金
日
額
が
引
き
上
げ
と
な

り
、
退
職
金
額
も
大
幅
に
ア
ッ
プ

し
、
よ
り
魅
力
の
あ
る
制
度
と
な

り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い
こ

と
は
、
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業

新
潟
支
部
（
奮
〇
二
五
－
二
八
五

ー
七
一
一
一
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

☆
入
場
料

　
　
小
中
学
生
㎜
円
、

　
　
一
　
般
　
姻
円

☆
内
　
容

　
　
野
鳥
の
生
態
写
真
、
は

　
く
製
等
の
展
示
、
コ
ン
ピ

　
ュ
ー
タ
ー
野
鳥
ウ
オ
ッ
チ

　
ン
グ
、
野
鳥
ビ
デ
オ
の
上

　
映
等
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良く見て（だ亡し、わll窃母亡ん、窃父亡ん、

　　　しゅんすけ
米持　俊輔くん

　　5才
室野なかざんのう

（室野保育園）

　　　よし　み
市川　好美、

　　5才

池之畑いたや
（松代保育園）

　　せいや
樋ロ誠也くん

　5才松代たばこや
（松代保育園）

辰
業
委
員
会
か
ら
ひ
窃
知
ら
せ

農
地
の
転
用
侶

　
農
地
（
田
畑
）
を
農
地
以
外
の

も
の
に
転
用
し
た
い
場
合
、
例
え

ば
登
記
簿
が
畑
の
と
こ
ろ
に
住
宅

と
か
車
庫
を
建
築
し
た
い
時
は
、

一
度
、
農
業
委
員
会
の
事
務
局
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
今
、
農
地
転
用
の
許
可
を
得
る

ま
で
に
相
当
の
日
数
が
必
要
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
農
業
振

興
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
は
、
そ
の
除
外
の
認
可
が
必
要

で
す
。
　
（
約
四
ヶ
月
位
か
か
り
ま

す
）
先
づ
、
そ
の
除
外
申
請
が
第

一
段
階
の
仕
事
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
振
興
地
域
に
指
定
さ
れ
て

い
な
い
と
こ
ろ
は
、
除
外
申
請
は

不
要
で
す
。
　
（
担
当
は
産
業
企
画

課
で
す
）

　
続
い
て
第
二
段
階
の
仕
事
は
、

農
地
法
の
規
定
に
よ
る
許
可
申
請

で
す
。
　
（
約
二
ヶ
月
位
か
か
り
ま

す
）　

こ
の
よ
う
に
農
業
振
興
地
域
に

指
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
住
宅
等

を
建
築
す
る
場
合
に
は
、
大
体
半

年
の
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

一
つ
の
事
業
を
始
め
る
と
き
に
は
、

計
画
的
に
そ
し
て
早
目
の
許
・
認

可
を
得
て
か
ら
着
手
さ
れ
る
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

役
煽
霧
舎
戴
修
皿
嚢
始
藤
獣

　
雛
彌
灘
繁
継
欝
麟
懸
欝
潟
鰯

鐵
諜
驚
鱒
簸
糊
懸
．
繰
鱗
灘
欝

鞭
鑓
装
澱
叢
が
篠
韻
載
諜
雛
．

鑑
綴
縫
雛
懸
轡
鐙
翻
囲
畿
藩
縫

難
雛
揮
禦
鞭
難
鰻
鐡
難
翻
鞭

駐
驚
場
難
醗
灘
繕
蒙
雛
鱒
韓

纏
羅
醗
警
様
醸
継
態
欝
薗
繭
懸

灘
欝
麟
雛
縫
麟
蒙
譲
が
．
総
叢

灘
鐙
協
灘
嶽
叢
難
墜
数
縷
灘
講

覧

載
迷
慧
懸
叢
撫
懲
繕
灘
灘
．

暫
『
巳
『
」
『
巳
匡
旺
臣
『
」
匡
匡
『
巳
『
」
『
」
『
巳
旺
匪
圧
『
巳
旺
圧
旺
旺
匡
『
」
『
巳
圧
臣
嶢

ビ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

｛
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
　
　

｛
　
　
　
　
お
済
み
で
す
か
？
　

號
¶
』
¶
』
¶
』
¶
』
1
¶
』
］
1
¶
』
¶
』
1
¶
』
l
l
¶
』
l
l
丑
l
l
l
l
l
l
¶
劃
コ
謁

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、

第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。　

第
三
号
被
保
険
者
の
方
の
保
険

料
に
つ
い
て
は
、
ご
主
人
の
加
入

し
て
い
る
厚
生
年
金
・
共
済
組
合

か
ら
負
担
さ
れ
る
た
め
、
個
別
に

納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
加
入
手
続
き
が
二
年
以

上
遅
れ
る
と
、
二
年
を
過
ぎ
た
期

間
に
つ
い
て
は
保
険
料
の
未
納
期

サラリーマンの奥さんの主な届出

間
と
同
じ
扱
い
と
な
っ
て
し
ま
い

受
け
と
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
だ
加
入
手
続
き
の
お
済
み
で

な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、

速
や
か
に
役
場
の
国
民
年
金
係
へ

届
け
出
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
人
生
の
節
目
節
目
（
表

参
照
）
に
は
そ
の
都
度
届
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
な
い

よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。

第三号被保険者
被保険者の種別 届出の種類

の　事　　例

結婚したとき 第一号被保険者
種別変更届

夫が就職したとき →第三号被保険者

第二号被保険者
本人が離職したとき 種別変更届

→第三号被保険者

夫が離職したとき 第三号被保険者
種別変更届

離婚したとき →第一号被保険者

第三号被保険者
本人が就職したとき 種別変更届

→第二号被保険者

60歳に到達したとき 第三号被保険者
資格喪失届

死亡したとき →国年無資格者

夫が転職し加入制度 第三号被保険者
種別確認届

が変更になったとき →第三号被保険者

搬
囑
雌
鵜
贈
繭
溶
諏
お
巌
醐
燃
蟹
ろ
麟
瓢
職
脳
礁
舗
噸
擢
頃
お
縣
6
騒
鋤
ろ
縢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p
　
・
　
　
　
　
　
　
　
㎜



　　　　　ノ1””III”1“ll131111”””lllIIこうほう・まつだい（3．7月号）IllllIIllIllIlll“IlillIIIIIIIliliII”“Illlll”IIlll”IllllIllIllllIlll”“IIIIIIIIIIIIIIIllllIllIIIIll川III”IIIIII“II”lil”II”1“IIIIIII“Illlll”Illl“II”Illllll1

1
◆

“危険ですいねむり追い越し飛ばし過ぎ“’

　　團②
　　　　　寳網竈戯蹴幽縄勧

　　　　　一P副圖個緯8月28目鍵

　起きてからでは遅い。家庭、職場、地域ぐるみで

交通事故防止に努めましょう。

①　若者を中心とした　　　　②　こどもと高齢者の
　　　無謀運転の追放　　　　　　　　　交通事故防止
　　　N　　》、ノ㌧廓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　ミ、鮮’凝’ず“　　　　　　　　　　穣灘騎
　　ぐー　　　　”　魎　　　　　　　　　　　　　　　覧．．、凋箋4F

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41漁ノ’・黛、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　爆へ・㌔三・＝　ヤ　’閣　』嫡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　璽舜　．墜i嚢躍
　　　　　　　　　　二輪車事故の防止

◎過労運転、速度違反をしないよう注意しましよう。

◎正しい方法によるシートベルト、ヘルメツトの着

　用を心がけましょう。
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磯≧藩・ll：：・：1，1，ll・：ii嚢ll繋蕪

・
、
…
鎌
鶉
鍛
轍
繋
晦
鐡
灘
覇
搏

　
・
鷲
懲
難
懇
灘
鞭
難
懸
懇
灘
麟
鑛
縢
繍
糊
懇
懇
繋
灘
懸
灘
懸
藻
灘
蕪

灘
藩
塑
欝
纏
灘
懸
懸
懲
謙
鐵
懸
灘
雛
藩
灘
灘
騨
縫
鰻
懸
獲
羅
鞍
懇
欝

p
簾
．
、
欝
鐵
縷
灘
翻
鍵
叢
灘
難
鰹
懇
難
馨
鍛
轍
灘
嚢
懸
繋
難
懸
懇
灘
鞭

、
愚
繋
灘
繋
、
譲
繕
難
蕪
欝
鍵
難
鰹
馨
．
職
灘
楼
縫
葉
欝
難
懸
懸
鰻
講
懇
瀬

　
嚢
灘
．
叢
欝
難
叢
簗
、
難
蕪
縫
鰻
騰
繋
灘
籔
叢
闇
騰
懇
鎌
馨
繋
鐵
．
p
、
簸
、

・
馨
額
縢
鹸
灘
葉
麟
灘
懇
懸
簸
麟
購
麟
縢
懸
懸
鞭
難
灘
婆

　
　
｝
懸
灘
懸
灘
講
鎌
縷
懇
勲
懇
．
、
馨
麟
灘
叢
蕊
欝
難
懸
灘
癬
縢
難

欝
藻
講
濾
　
　
　
　
、
　
、
　
　
、
、
、
、
p
　
、
、
馨
熱
鑛
磯
、
灘
黙
、
、
、
、

お
答
濯
曝
齢
畝

総
務
　
課

　
イ
チ
ョ
ウ
が
た
く
さ
ん
植
え
ら

れ
れ
ば
、
紅
葉
は
と
て
も
す
ば
ら

し
い
も
の
と
思
い
ま
す
し
、
イ
チ

ョ
ウ
並
木
な
ど
が
で
き
れ
ば
最
高

か
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
今
、
町
に
対
し
て
は
、

先
月
号
の
新
成
人
の
U
タ
ー
ン
調

査
で
も
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
雇

用
の
場
の
創
設
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
イ
チ
ョ
ウ
の
紅
葉
は
と
て

も
す
ば
ら
し
い
も
の
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
だ
け
で
は
雇
用
の
場
の

創
設
に
は
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
町
で
は
、
工
場
団
地
の

造
成
、
温
泉
や
ス
キ
ー
場
な
ど
の

開
発
に
よ
り
雇
用
の
場
の
創
設
を

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
温
泉
で

は
、
す
で
に
数
名
が
働
い
て
い
る

こ
と
は
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
平
成
四
年
に
は
、
宿
泊
施
設

も
建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。
　
一
人

で
も
多
く
の
人
か
ら
訪
れ
て
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
ご
質
問
の
よ
う

に
特
色
あ
る
観
光
開
発
が
必
要
で
、

イ
チ
ョ
ウ
を
植
え
る
な
ど
は
特
産

品
開
発
の
面
か
ら
考
え
て
も
結
構

な
ア
イ
デ
ア
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
実
際
に
や
る
と
な
る
と
各
世

帯
で
冬
囲
い
な
ど
の
維
持
管
理
が

で
き
る
の
か
ど
う
か
、
ど
こ
に
ど

の
よ
う
に
植
え
る
か
な
ど
の
問
題

も
生
じ
、
こ
れ
ら
を
解
決
し
て
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
と
ア
イ

デ
ア
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
、
特
色
あ
る
町
づ
く
り
を

一
緒
に
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

療…二軍、

薦
丈尽

リ
．
撒
ー
騰
縦
醗
．
鶯
ー
屡
燕
餐

◎
開
催
日

　
8
月
2
4
日
ω
～
2
5
日
㈲
、
一
泊
二
日

◎
コ
ー
ス

　
大
和
町
～
十
日
町
市
～
川
西
町
～
松
之
山
町
～
塩
沢
町
～
大
和
町

◎
募
集
人
数

　
一
チ
ー
ム
ニ
人
、
一
〇
〇
チ
ー
ム

◎
参
加
費

　
一
五
、
○
○
○
円
（
二
人
一
組
）
　
（
宿
泊
料
込
）

◎
賞
　
　
品

　
優
勝
チ
ー
ム
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
一
年
分
、
他
に
特
別
賞
と
し
て
抽
選

　
で
一
チ
ー
ム
に
二
〇
万
円
相
当
の
旅
行
ク
ー
ポ
ン

◎
応
募
要
領

　
ω
募
集
対
象
　
親
子
二
人
（
小
学
生
以
上
）
づ
れ
又
は
高
校
生
以

　
　
　
　
　
　
　
上
の
ペ
ア

　
㈱
応
募
期
間
　
平
成
3
年
7
月
1
日
～
7
月
31
日
迄
（
必
着
）

　
⑥
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に
参
加
者
二
人
の
住
所
（
郵
便
番
号
）
、

　
　
　
　
　
　
　
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
（
学
生
の
場
合
は
学

　
　
　
　
　
　
　
年
）
、
電
話
番
号
、
代
表
者
の
氏
名
を
記
入
の
上
、

　
　
　
　
　
　
　
左
記
宛
先
ま
で

㈲
そ
の
他

〈
宛
　
　
先
〉

お
問
い
合
わ
せ

参
加
の
決
定
は
、
8
月
1
0
日
ま
で
に
直
接
代
表
者

に
通
知
し
ま
す
．

〒
九
五
〇
　
新
潟
県
新
光
町
四
番
地
一

　
　
　
　
　
　
新
潟
県
企
画
調
整
部

　
　
　
　
　
　
土
地
利
用
対
策
課
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室

　
〇
二
五
（
二
八
五
）
五
五
一
一
　
内
線
二
四
〇
七
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蓬
平
に須

藤

　
私
が
初
め
て
こ
の
部
落
に
来
た

の
は
、
去
年
の
夏
で
し
た
。
そ
れ

ま
で
蓬
平
と
い
う
名
の
地
名
が
あ

る
こ
と
す
ら
知
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
来
た
時
に
は
、
自
分
が
思

っ
て
い
た
以
上
に
家
の
数
が
あ
る

こ
と
や
、
家
と
家
の
間
が
あ
ま
り

離
れ
て
い
な
い
の
に
は
本
当
に
驚

ろ
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
天
気
の

良
い
日
に
は
な
が
め
が
良
い
の
で
、

外
へ
出
て
い
る
と
気
持
ち
が
良
い

来
て

智さ

子

んさ

で
す
。
東
京
に
い
た
時
は
、
天
気

が
良
く
て
も
見
え
る
の
は
壁
か
隣

の
家
の
窓
と
少
し
の
花
木
だ
け
、

見
る
気
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

す
か
ら
緑
の
中
に
囲
ま
れ
た
生
活

を
し
て
み
た
く
な
っ
て
こ
ち
ら
に

来
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
東
京
の
生

活
が
い
や
に
な
っ
た
わ
け
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
住
み
に
く
く
な

っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。
な
ぜ

な
ら
、
み
な
さ
ん
も
ご
存
じ
と
は

思
い
ま
す
が
、
一
ヵ
月
生
活
し
て

い
く
う
え
で
、
家
賃
が
六
万
～
八

万
円
も
す
る
の
で
す
。
そ
れ
に
駐

車
場
を
借
り
る
な
ら
ば
、
ま
た
三

万
円
以
上
は
必
要
に
な
っ
て
く
る

の
で
す
。
そ
の
結
果
、
十
万
円
以

上
は
最
低
必
要
な
の
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
駐
車
場
や
家
賃
に
そ
れ
ほ

ど
か
け
な
く
て
も
生
活
は
で
き
ま

す
が
、
そ
れ
な
り
に
お
金
は
掛
か

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
引
っ
越
し
て
き
て
や
っ

と
ー
ヵ
月
が
過
ぎ
、
だ
い
ぶ
生
活

の
方
や
仕
事
の
方
も
慣
れ
て
は
き

ま
し
た
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
大
変
な

の
は
言
葉
で
す
。
特
に
年
配
の
方

に
な
る
と
、
言
っ
て
い
る
言
葉
の

半
分
位
し
か
理
解
で
き
な
い
の
で
、

ど
う
答
え
て
良
い
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
お
客
様
か
ら
地
理
関

係
の
事
を
聞
か
れ
悩
む
事
が
度
々

で
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
時
に
は

助
け
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
す

ご
く
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

と
職
場
の
皆
さ
ん
と
て
も
優
し
い

方
々
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

戸
籍
の
窓
口

（
5
月
鈴
日
～
6
月
舗
日
受
付
）

幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

樋
口
広
栄
・
本
山
康
子
溝

　
　
　
　
（
松
代
・
く
ぜ
ん
ど
〉

佐
藤
　
稔
・
野
口
佐
代
子
瀦

　
　
　
　
　
　
　
（
滝
沢
・
林
）

げ
ん
き
な
良
婚
子
に
（
出
生
）

　
　
た
く
ま

樋
臓
琢
磨
贈
　
彰
・
淳
子
縫

　
　
（
長
男
・
松
代
・
風
漏
堂
蹴

　
　
し
ん
や

小
野
真
弥
雑
　
畠
発
・
薫
欝

（
長
男
・
松
代
纂
善
宗
塚
儀
宅
）

　
　
む
も
ぬ
か

井
墨
友
貴
藷
　
畠
昭
・
鶏
糟
子
縫

　
　
燃
長
男
・
籍
国
・
讃
遷
滋
）

　
　
お
ぬ
ゐ

，
佐
藤
筆
紘
講
　
豊
彦
・
千
津
涯
瀦

　
　
　
騰
毯
撫
・
室
野
・
道
先
）

　
　
ぱ
あ
　

、
高
橋
健
籍
雑
　
洋
一
・
佳
洋
子
藩

　
　
　
騰
慧
男
・
筆
舘
・
香
異
）

　
最
近
の
他
市
町
村
の
広
報
紙
を

見
ま
す
と
、
ほ
と
ん
ど
が
当
町
よ

り
一
回
り
大
き
い
A
4
版
サ
イ
ズ

（
当
町
は
B
5
）
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
文
字
や
写
真
を
大
き

く
入
れ
て
、
見
や
す
く
読
み
や
す

く
を
考
え
て
の
こ
と
で
す
。

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

高
橋
藤
松
瀦
　
　
薦
歳

　
　
　
　
　
　
（
莇
平
・
稲
場
）

富
澤
利
吉
濤
　
　
　
解
歳

　
　
　
　
（
小
荒
戸
・
石
田
屋
）

室
岡
溝
作
瀦
　
　
　
綴
歳

　
　
　
　
　
（
仙
納
・
宮
の
下
〉

柳
　
モ
ミ
濤
　
　
　
搾
歳

　
　
　
　
　
（
松
代
・
清
栄
屋
）

関
谷
シ
ゲ
譲
　
　
　
麗
歳

　
　
　
　
　
（
松
代
・
若
松
園
）

柳
　
正
利
濤
　
　
　
鴇
歳

　
　
　
　
　
　
ハ
孟
地
・
新
宅
）

　
　
　
　
へ

小
野
島
ハ
ル
騨
　
　
羅
歳

　
　
　
　
　
爪
会
沢
・
下
之
沢
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
な
あ

　
鑑
月
畢
の
鐵
生
欄
の
、
松
澤
航

雑
の
麗
懸
糊
稲
田
髭
は
、
　
欄
わ
懸

灘
墜
の
誤
糠
灘
窟
、
訂
正
じ
て
お

詫
び
致
獲
諜
愉
。

　
当
町
で
も
、
皆
さ
ん
か
ら
楽
し

く
読
ん
で
戴
く
た
め
、
読
み
や
す

い
広
報
紙
を
目
指
し
、
サ
イ
ズ
や
メ

ニ
ュ
ー
の
変
更
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を

紙
面
作
り
に
生
か
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
何
か
あ
り
ま
し
た
ら

広
報
係
ま
で
お
気
軽
に
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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俳　叉
　　芸
句
　　　　ノノノ　　遭磁霧

解
’
蓼

月
暦
剥
げ
ば
か
す
か
に
梅
雨
じ
め

り
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

ト
ン
ネ
ル
の
湿
り
始
め
て
走
り
梅

雨
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

風
鈴
の
激
し
く
鳴
る
を
聞
き
仮
眠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

本
棚
に
余
り
し
書
籍
梅
雨
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

肩
の
こ
り
少
し
ほ
ぐ
れ
て
植
田
見

る
　
　
　
　
　
　
　
世
香

桐
の
葉
の
時
折
ゆ
ら
ぐ
夏
座
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

一
人
静
戸
口
に
咲
か
せ
山
の
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

古
池
に
睡
蓮
盛
る
分
教
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

ア
カ
シ
ヤ
の
花
け
ぶ
ら
し
て
峡
の

雨
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

梅
雨
晴
間
座
蒲
団
カ
バ
i
洗
い
干

す
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
キ
し

廃
屋
に
つ
る
ば
ら
紅
き
真
昼
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

小
川
越
え
風
鈴
の
音
と
ど
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

言
い
過
ぎ
て
気
ま
ず
き
想
い
冷
奴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

青
苔
の
参
道
ひ
そ
と
静
も
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

ゆ
　
　
　
マ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

結
い
菅
の
く
び
れ
て
ち
ま
き
＋
如
で

上
が
る
　
　
　
　
　
　
耕
山

大
鍋
の
傾
き
な
お
し
ち
ま
き
煮
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

古
笹
の
匂
い
ほ
の
か
に
ち
ま
き
む

く
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

片
言
の
顔
中
き
な
こ
笹
ち
ま
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

昏
れ
き
ら
ぬ
柿
の
若
葉
の
照
り
返

し
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

　
一
点
の
雲
な
き
朝
の
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

ち
ま
き
結
う
菅
で
綾
な
す
裏
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

　
短
　
歌
青
田

　
　
　
　
　
　
　
富
沢
和
風

○
霧
深
き
圃
場
に
在
り
て
今
朝
も
又

吾
と
青
田
の
し
ば
し
の
対
話

○
夏
の
風
山
駆
け
下
り
て
吹
き
抜
け

る
青
田
さ
わ
さ
わ
波
打
た
せ
つ
つ

○
青
田
原
広
が
る
圃
場
人
気
な
く
老

農
吾
は
一
人
草
刈
る

○
束
の
問
の
晴
れ
間
な
り
し
よ
俄
か

雨
青
田
の
上
に
容
赦
な
く
降
る

　
ア

嵐・

措“
泉

施
・

㌍
村

豹
面

ぎ

U
口
口
q

　
　
　
　
σ

た＼　1
植一奪
・“蕊

　
　
　
包
　
　
　
匙

　
　
　
　
2
箋

ほ
く

苫
メ
ー
ト
ル
の

o
　
　
し

）
ー
ノ
を

↓
士
言
父
し
た
よ

　
　ワ

　
　
　
　
亭
ヱ
に

　
　
σ
　
　
わ
驚

　
　
6
シ

　
　
ク
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
）

ク
o
ー
し
で
7
‘

そ
玖
》
美

平
い
永
き
て
　
ー
　
』

　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　

☆仁
疹
．

燃

〒
さ
ま

　
　
　
ー

今
0
ー
比

撮
り
は

徒
歩
で

　
　
づ
汐

　
　
へ
”

●

庭
の
革
恭

曇
灘
鎌
灘
露
灘
懇

　
三
百
年
ほ
ど
前
に
、
オ
ラ
ン
ダ

船
が
長
崎
に
持
ち
こ
ん
だ
の
が
、

我
が
国
で
の
始
ま
り
と
い
う
、
南

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
の
落
葉
低
木
。

　
　
　
　
　
　
　
　
織
、

5
～
6
月
頃
、
純
黄
色
の
蝶
形
の

花
が
小
枝
に
群
ら
が
る
よ
う
に
咲

く
と
、
小
枝
は
花
の
重
み
で
垂
れ

下
が
る
よ
う
に
な
る
。

　
花
弁
の
中
に
赤
み
を
帯
び
た
班

点
の
あ
る
も
の
は
、
エ
ニ
シ
ダ
の

変
種
で
、
ホ
オ
ベ
ニ
エ
ニ
シ
ダ
、

純
白
の
花
の
シ
ロ
バ
ナ
エ
ニ
シ
ダ

　
　
　
　
　
　
　
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
梅
雨
の
頃
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
　
　
枝
を
切
り
、
鹿

　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
つ
ち

　
　
　
　
　
　
　
沼
土
に
さ
す
と

　
　
　
　
　
　
　
発
根
し
て
苗
が

　
　
　
　
　
　
　
で
き
る
．

圏
　
　
　
　
出
題
　
十
段
　
武
宮
正
樹

　
　
白
先
黒
死
・
5
手
ま
で

　
　
●
ヒ
ン
ト
…
深
い
踏
み
込
み
で
。

　
　
3
分
で
2
級
、
一
分
以
内
で
有
段

　
　
者
。

　　　　　。ン手9日」．宿’＞弧σ⑦
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